
１． 開 催 日 時 ：

２． 会 場 ：

３． 参 加 者 ：

４． 主 催 ：

５． 協 力 ：

６． 実 施 概 要 ：

７． 参加者の感想

・

・ 実際にサポートをしてみたり、サポートするときの方法を詳しく知ることができて良
かったです。自分ではわからないことを相手がどう感じるのか聞くことができて良かっ
たです。駅にいる時だけではなく、サポートを進んで出来るようにしたいです。

バリアフリー教室（函館会場）実施概要

北海道旅客鉄道株式会社 函館駅
（北海道函館市若松町１２−１３）

自ら体験したことで当事者の不安な部分を感じることができ、活かせる場面がきたとき
は積極的に取り組みたいと思いました。簡潔、丁寧な接客と合理的配慮をしていきたい
と思います。

障害者差別解消法の合理的配慮が令和６年４月１日から義務化されたこ
とへの改めての周知と内容理解、障がい当事者講師からは声掛けやサ
ポートの留意点など心のバリアフリーに関する座学講習を実施するとと
もに、実際に駅構内・車両を利用して視覚障がい者及び車いす利用者の
擬似・介助体験を行った。

北海道旅客鉄道株式会社
北海道運輸局函館運輸支局

インクルージョン未来推進機構

令和７年１０月２日（木）10:00～12:30

北海道旅客鉄道株式会社 函館支社管内の駅社員９名
函館市保健福祉部障がい保健福祉課長


